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A．研究目的                             

熱中症は労働者に生命の危機をおよぼすこともあ

る病態であり、労働災害防止の観点からも、予防す

べき重要な課題の一つである。2018年の夏は猛暑が

続き、熱中症の患者数も増加したため、社会的な課

題としても注目された。このような状況の下、より

効果的な熱中症対策や先進的な熱中症対策の知見を

集めるため、平成 30年度労災疾病臨床研究事業費補

助金により本調査が行われた。今回の調査では、１)

労働現場で行われている熱中症対策の現状調査及び 

２）先進的な熱中症対策の抽出を目的にアンケート

調査票による調査を行った。 

 

B．研究方法   

総務省事業所データからランダムに選定し抽出さ

れた日本国内の事業所（1460 カ所）に、郵送による

アンケート調査を行った。調査期間は、2018年 8月

〜9 月末日で、回答者は、事業所内安全衛生担当者

とした。質問項目は、作業者に対する熱中症予防対

策に関する事項、熱中症リスクの高い作業や作業環

境に関する事項、管理体制に関する事項、先進事例・

特色ある熱中症対策に関する事項、熱中症対策全般

に関する事項であった。 

 尚、本研究は産業医科大学倫理委員会での承認を

得て実施された。 

 

C．研究結果 

送付先 1460事業所のうち287事業所より回答を得

た（回答率 19.7％）。業種では、製造業が 57％と最

も多く、建設業、医療福祉業など多業種より回答を

得た。各質問項目に対する回答内訳と回答詳細を別

添資料１に示す。(参照：別添資料１) 

 

D.考察 

熱中症予防対策に関する事項 

 「水分補給の励行はしていますか？」の質問に対

し、88.15%が「はい」と答え、約９割の事業所にお

いて、熱中症対策における水分補給の励行は一般的

な指導となっていることが分かる。 
 「水分補給の励行はしていますか？」の質問に「は

い」と回答した事業所の中で、「補水飲料の種類は

指導していますか？」の質問に対し、86.56%が「は

い」と回答した。水分補給の励行時に、多くの事業

所で「補水飲料の種類」も指導していることが分か

った。 
 指導している補水飲料の種類に関しては、38.31%
が「スポーツドリンク」を指導しており、23.81％が

「経口補水液」を指導していた。経口補水液は、糖

分と塩分の割合を調整することにより、腸管での水

分吸収の効率を良くしていることから、脱水症状の

改善には効果が高いとされている。暑熱環境での脱

水改善にも効果が高いと考えられるが、市販のスポ

ーツドリンクに比べて、コストがかかることから、

熱中症の症状出現時の緊急対策用として現場に置か

れ、特別な使われ方をする場合が多いと考えられた。

また 16.88%が「水」の補水、 12.55%が「お茶」の

補水を指導していた。水やお茶のみの飲水が続いた

場合は、体内の電解質濃度が低下し、熱中症の一つ

の病態である「熱けいれん」の発症リスクが高まる

と考えられる。コスト面の問題等もあり、水やお茶

による補水しか出来ない場合もあるであろうと考え
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熱中症リスクの高い作業について	
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A．研究の背景および目的                             

 熱中症は暑熱環境において労働などの身体活動を

行うことにより、脱水や電解質の喪失、深部体温の

上昇などの身体影響が引き起こされ、時に生命の危

機に至ることもある病態である。暑熱環境の作業現

場では、日々の体調管理、作業前の体調確認、飲水

の励行、電解質の摂取、適切な休憩等の熱中症予防

対策が行われてきたが、熱中症による労働災害は完

全には防ぐことが出来ていない。近年、インターネ

ット通信技術の発展やセンサー技術の発展に伴い、

Internet of Things(IoT)技術を用いて、体調変化を

推測し、熱中症予防に応用する機器の開発が進んで

きている。本年度の当事業で実施した調査研究、「労

働現場における熱中症対策の実際及び先進事例の調

査」による調査票を用いたアンケート調査において

も、「IoT 機器（ウェアラブルセンサーやスマートフ

ォンなど）を利用した熱中症予防システムを導入し

ていますか？」の問いに対し、「はい」と回答した事

業所が１０件（3.48%）あった。現場導入実績のあ

る、この１０件に対しヒアリング調査および製品調

査を行い、現場で熱中症防止や体調不良の検出のた

めに用いられている IoT 機器やそのシステムの詳細、

現場運用しての効果、運用にあたっての問題点等を

抽出した。 

 

B．研究方法   

a.調査票による調査 

「労働現場における熱中症対策の実際及び先進事例

の調査」による調査票において、「IoT 機器（ウェア

ラブルセンサーやスマートフォンなど）を利用した

熱中症予防システムを導入していますか？」に「は

い」と回答した 10 事業所に対し、電話でのヒアリン

グを行った。また、その中で承諾の得られた事業所

に対して、現場訪問し、安全衛生担当者やシステム

導入の担当者に直接ヒアリング調査を行なった。さ

らに、生体情報をもとにした熱中症予防システムと

考えられる機器に関しては、開発および販売を行う

販売元の担当者に製品詳細をヒアリングし、所定の

フォーマットに記入回答を依頼した。 

b.IoT 機器導入事業所への現場調査 

 IoT 機器（ウェアラブルセンサー）を熱中症対策

に使用していると回答した事業所の中で、生体指標

を用いた熱中症予防システムを導入している事業所

に依頼し、承諾が得られた５事業所に訪問し、実際

の機器の詳細や使用現場、使用しての感想等のヒア

リングを実施した。 

c.ウェアラブルセンサー開発企業に対するインタビ

ュー及び調査票調査 

 調査票調査において、現場での使用実績のある、

生体指標を用いたウェアラブルセンサー（IoT 機器）

を開発・販売している企業に対し、ヒアリング調査

及び調査票による調査を行った。 

 内容は、製品概要に加え、b.IoT 機器導入事業所へ

の現場調査で確認できた、使用実績を含め、調査票

を完成させた。 

 

C．研究結果 

a.調査票による IoT 機器（ウェアラブルセンサー）

事例の抽出 

「労働現場における熱中症対策の実際及び先進事例

の調査」による調査票において、「IoT 機器（ウェア

ラブルセンサーやスマートフォンなど）を利用した

熱中症予防システムを導入していますか？」に「は
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・空調設備の無い部屋 

・屋外作業で使用 

・土木現場２現場、建築２現場で試験的に導入 

・屋外土木作業のみ 

・製鋼暑熱職場で使用 

 

 

 

・熱中症の予兆を検出できた。 

・熱中症に対する各職員の意識向上につながった。 

・常に現場および管理部門で状況がわかるため、必

要時に現場への情報発信ができた。 

・アラームにより、作業を中止することが出来た。 

・WBGT値を指標に、注意することが出来た。 

 

 

・データが取得できることが確認できた。 

・効果を検証中。 

・実運用に向けてデータ取得を続けている。 

 

 

 

・もっとスマートで簡易な装置開発が必要 

・熱中症リスクの判断としてはデータ解析等最適化

する必要がある。 

・費用対効果が悪い。 

・アラーム多発。違検出。 

 

1  

 

b.IoT  

IoT  

 

 

・本社でIoT機器の導入が決まり、社内で実施事業所

に選定された。 

・前年に熱中症が複数発生し、熱中症対策が急務で

あったところ、新聞紙でIoT機器を使った熱中症予防

の記事を見て、安全衛生担当者がメーカーに連絡を

取った。 

・安全衛生担当者が興味を持ち、複数製品の情報を

集めた上で導入機器を選定した。 

・センサー機器メーカーと共同開発を行いながら、

現場実装を進めている。 
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使用方法を使用する社員に伝えるため、安全担当

者が機器に習熟する必要があった。 

・現場社員に説明会を開く必要があった。（説明は

機器メーカーが担当してくれた。） 

・暑熱環境で機器が破損するのではないかとの不安

があった。 

・ほとんどの現場社員は、抵抗感なく受け入れてく

れた。 

 

 

これまで熱中症が発生していた現場で、IoT機器導

入後は熱中症が発生していない。 

・これまではきつくても時間になるまで休憩が取れ

なかった、アラーム警告が鳴った場合には休憩をと

る必要があるので、休憩を取りやすい。 

・効果的な休憩の取り方が分かった。（休憩時間を

しっかり取ると、その後の警告が少なくなるなど） 

・同じ暑熱作業現場でも、個人ごとの体調が異なる

ため、個人ごとの対策が出来るのが非常に良い。 

・事務所内でも、現場の状況が分かるため、暑熱環

境で作業する作業者の状況を理解しやすい。 

・作業現場ごとの特徴が分かり、今後の対策を立て

やすい。 

・個人ごとに自分のデータを見直すことで、自覚的

な体調変化を客観的に見て、休憩時間などを自分で

調整しやすくなった。 

・アラームは1現場で1日１０件程度で、対応も確実

に出来た。 

 

スマートホンなど受信端末を持つ必要があり、不

便である。（既に会社から支給された電話（PHS）

を一台携帯しているところに、もう一台持つ必要が

ある。） 

・通信が切れることがある。 

・アラームが多くなることがあり、作業途中で対応

できないことがある。 

・センサー接触部分にアレルギー反応が起こる社員

がいた。 

・汗が多い場合は破損の危険性があるのでは無いか

と不安になる。（実際に破損事例は無かった。） 

 

 

 

 

・位置情報などの機能追加 

・受信用端末を軽量化または不要にする 

・環境温度（WBGTなど）センサーやガスセンサー

なども搭載して欲しい。 

 

・データ取得の意味でも、数年間は継続して使用し

たい。 

・熱中症対策の意識向上のためにも導入効果はある。 

・効果的な休憩方法などの熱中症対策を発見できる

可能性がある。 

・個人が自分のデータを見直すだけでも効果がある。 

・シャツ型の場合は、多くの交換用シャツを渡す必

要がある。 

・熱中症リスクの非常に高い作業現場は、作業時間

の短縮など、これまでに既に多くの対策が行われて

おり、IoT機器を新たに使う意義は少ない。新たな作

業現場、熱中症リスクが予想できない現場、一人作

業が多い現場などでの使用に意義があると考えられ

る。 

・多くの作業者に付けてもらいたいが、現状では費

用が捻出出来ない。 

c.
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ーカーへの調査によって別添資料２のウェアラブル

センサー（IoT機器）製品概要が作成された。 

 

D.考察 

 「労働現場における熱中症対策の実際及び先進事

例の調査」による調査票において、IoT機器（ウェア

ラブルセンサーやスマートフォンなど）の利用経験

のある事業所は10件であり、全体から見ると3.48%

高い割合ではなく、まだまだ試行段階であると考え

られる。しかし、導入に興味を持つ事業所は存在し、

今後の広がりは期待できる。予測に使われる生体指

標としては、心拍パルス情報、加速度による体動の

情報、衣服内や環境の温度情報などであり、各開発

事業者において予測ロジックを開発し、本人や管理

者への通知システムを構築していた。 

 導入実績があった事業所の調査で聞かれた導入効

果は、「IoT機器を導入した現場では熱中症が発生し

なかった」ということである。これが、IoT機器によ

る本当の効果であるか否かは今後の検討が必要であ

るが、データを本人がフィードバックして予防行動

の促進に繋がるなど、総合的な作用によって熱中症

が未然に防がれた可能性はある。今後の課題として

は、アラーム警告の精度向上やスマートホンなど受

信端末の簡素化が大きな要点であると考えられる。

また、導入にあたっては、費用の捻出も大きな課題

であると考えられた。 

 

E.結論 

 ウェアラブルセンサー（IoT機器）を熱中症予防に

用いる取り組みは、既に一部の事業所で実用され、

一定の成果を上げていることが分かった。一方で、

未だ発展段階であり、機器の簡易化、体調変化の予

測精度向上などの課題を残している実情が把握でき

た。 

 

 

F.健康危険情報 

なし 

 

G.研究発表 

 1.  論文発表 

 なし 

 2.  学会発表 

 なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

  なし 

 3.その他 

  なし 
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調査票回収件数：287 事業所（送付先 1460 事業所） 

回答率：19.7％ 

 

回答企業属性： 

①業種

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 

A　農業、林業 
B　漁業 

C　鉱業、採石業、砂利採取業 
D　建設業 
E　製造業 

F　電気・ガス・熱供給・水道業 
G　情報通信業 

H　運輸業、郵便業 
I　卸売業、小売業 
J　金融業、保険業 

K　不動産業、物品賃貸業 
L　学術研究、専門・技術サービス業 

M　宿泊業、飲食業 
N　生活関連サービス業、娯楽業 

O　教育学習支援業 
P　医療、福祉 

Q　総合サービス事業（協同組合、郵便局） 
R　サービス業（他に分類されないもの） 

S　公務（他に分類されるものを除く 
T　分類不能業 

（件） 

業種 

0 10 20 30 40 50 60 

1~500 
501~1000 

1001~1500 
1501~2000 
2001~2500 
2501~3000 
3001~3500 
3501~4000 
4001~4500 
4501~5000 
5001~5500 
5501~6000 
6001~6500 
6501~7000 
7001~7500 
7501~8000 
8001~8500 
8501~9000 
9001~9500 

9501~10000 
10001~ 
その他 

（件） 

(人） 

従業員数 
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88.15
% 

11.85
% 

はい いいえ 

86.56
% 

13.44
% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

その他 

電解質を含む水 

お茶 

水 

経口補水液 

スポーツドリンク 

「はい」の場合、具体的に 

82.61
% 

17.39
% 

はい いいえ 
0% 5% 10% 15% 20% 25% 

１５分毎 
９０分毎 
２０分毎 
１２０分毎 
大量発汗時 
その他 

作業者の判断 
環境温に応じて 

３０分毎 
６０分毎 
口渇時 
作業後 
口渇前 
こまめに 
休憩時 
作業前 

「はい」の場合、具体的に 
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43.87
% 56.13

% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 

１００～１５０ｍｌ 
コップ２杯 

コップ２杯以上 
３５０～５００ｍｌ 

１００ｍｌ 
２５０～３５０ｍｌ 
コップ１杯１～２杯 

その他 
５００ｍｌ以上 
コップ１杯 

１５０～２５０ｍｌ 

「はい」の場合、具体的に 

85.77
% 

14.23
% 

はい いいえ 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

塩分の入ったゼリー 
漬物 
味噌汁 
麦茶 
塩昆布 
ごま塩 
塩 

塩熱サプリ 
その他 
梅干し 

塩タブレット 
電解質の入った飲み物 

塩飴 

「はい」の場合、具体的に 

83.28
% 

16.72
% 

はい いいえ 
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81.59
% 

18.41
% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 
午前3回 
午前4回 
午後3回 
午後4回 
90分毎 
15分毎 
20分毎 
40分毎 
70分毎 

体調不良時 
その他 
午前2回 
午後2回 
120分毎 

体調に応じて 
管理者の判断 
作業者の判断 

30分毎 
作業に応じて 

昼休み 
60分毎 

環境温に応じて 
午後1回 
午前1回 

「はい」の場合、具体的に 

84.94
% 

15.06
% 

はい いいえ 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

風通しの良いところ 

車内 

その他 

事務所 

日陰 

休憩所 

「はい」の場合、具体的に 

79.79
% 

20.21
% 

はい いいえ 
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74.67
% 

25.33
% 

はい いいえ 0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20% 

脱力感 
脱水症状 
腰痛 
悪寒 
怪我 
食欲 

立ち眩み 
血圧 
服薬 
発汗 

筋肉痛（こわばり） 
疲労状況 
倦怠感 

水分・塩分摂取 
その他 
めまい 
風邪 
顔色 
発熱 

嘔気（吐気） 
頭痛 

胃腸症状(下痢) 
前日飲酒 

食事摂取（朝食摂取） 
体調不良の有無 

睡眠状況 

「はい」の場合、具体的に 

91.27
% 

8.73% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

車両運行前 

業務中 

その他 

作業中 

適宜 

終業時 

作業前 

朝礼時 

休憩時 

始業前 

「はい」の場合、具体的に 
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78.05% 

21.95% 

はい いいえ 

0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

製造業 

0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

建設業 

0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

鉱業、採石業、砂利採取業 

0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

運輸業、郵便業 
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0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

学術研究、専門・技術サービス業 

0 10 20 30 40 50 60 

炎天下 

屋外 

熱 

炉 

サービス業（他に分類されないもの） 

80.14% 

19.86 
% 

はい いいえ 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 

黒球温度 

風速 

気象協会熱中症情報 

WBGT予測 

環境省情報 

その他 

天気予報による予測 

湿度 

温度 

WBGT 
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

予測に応じて 
月３回 

１日５回 
１日６回 
始業時 
２時間毎 
１時間毎 
１日４回 
２か月毎 
月２回 
休憩後 
週１回 
年２回 
月1回 
年１回 
１日２回 
１日３回 
始業前 
１日１回 
その他 
連続測定 

74.22
% 

25.78
% 

はい いいえ 
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96.71
% 

3.29
% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 

16℃ 
15℃ 
17℃ 
18℃ 
19℃ 
20℃ 
21℃ 
22℃ 

自由調節 
23℃ 
27℃ 
24℃ 

その他 
25℃ 
26℃ 
28℃ 

「はい」の場合、具体的に 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 

ミストシャワー 

冷凍庫 

自動販売機 

シャワー 

その他 

冷水器 

スポットクーラー 

製氷機 

エアコン 

扇風機 

冷蔵庫 
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64.81
% 

35.19
% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

スポットクーラー 

扇風機 

その他 

空調設備 

「はい」の場合、具体的に 

42.16
% 

57.84
% 

はい いいえ 

52.89
% 

47.11
% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 

現場の判断 

環境温に応じて 

その他 

WBGTに応じて 

「はい」の場合具体的に 
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85.02
% 

14.98
% 

はい いいえ 

86.48
% 

13.52
% 

はい いいえ 0 20 40 60 80 100 120 140 160 

塩タブレット 
体温計 
塩飴 
水 

スポーツドリンク 
氷 

その他 
応急セット 
保冷剤 

経口補水液 

「はい」の場合、具体的に 

60.25
% 

39.7
5% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

予防 

搬送基準 

重症度確認 

その他 

緊急連絡先 

初期対応方法 

「はい」の場合、具体的に 
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73.3
6% 

26.6
4% 

はい いいえ 0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

水分摂取不可能な時 

その他 

意識障害がある時 

症状が続く時 

症状がある時 

「はい」の場合具体的に 

80.4
9% 

19.5
1% 

はい いいえ 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 

１０月 
年４ 
年１０ 
年数回 
毎週 
４月 
毎日 
年３ 
９月 
新規 
年２ 
８月 
月１ 
７月 
５月 

その他 
６月 
年１ 
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

e-ラーニング 

メール 

安全衛生委員会 

その他 

管理者からの伝達 

チラシ（ポスター・パンフレット等） 

講習会(講演会・研修会） 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

その他 

症状 

対応方法 

予防方法 

32.75
% 

67.25
% 

はい いいえ 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

サービス業（他に分類されないもの） 

医療、福祉 

鉱業、採石業、砂利採取業 

分類不能業 

卸売業、小売業 

学術研究、専門・技術サービス業 

運輸業、郵便業 

建設業 

製造業 

業種別策定率 
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 

現場レベル 

その他 

部署部門レベル 

事業所レベル 

全社レベル 

62.37
% 

37.63
% 

はい いいえ 

0 20 40 60 80 100 120 

ミスト扇風機(ﾐｽﾄﾌｧﾝ) 

クーレット 

瞬間冷却剤 

スポットクーラー 

ミストシャワー 

冷却スプレー 

クールベスト 

ネッククーラー 

その他 

空調服 
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0 10 20 30 40 50 60 

ミスト扇風機（ミストファン） 

瞬間冷却剤 

冷却スプレー 

ネッククーラー 

スポットクーラー 

クーレット 

ミストシャワー 

クールベスト 

その他 

空調服 
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3.48
% 

96.52
% 

はい いいえ 

80.00
% 

20.00
% 

はい いいえ 

80.00
% 

20.00
% 

はい いいえ 
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! 

70.00
% 

30.00
% 

はい いいえ 
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